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	第６回の学術集会は、京都から再び東京に戻っての開催となります。実行委員長の池田暁史先生は、私が紹介するまでもありませんが、MBTが日本に導入される最初期から非常に重要な貢献をしてこられた方です。彼の入門書から学び始めたという方も多いはずです。緻密な思考と真摯な姿勢を持った精神分析家であり、MBTの考え方、治療技法の独自性を、具体的に、明解に論じてこられました。  今回の大会テーマは、「何をすることがMBT、メンタライゼーションに基づいた介入だと言えるのか？」を大事にしてきた彼らしいテーマです。そうした池田先生の情熱が通じて、フォナギー先生がゲストとして参加してくださることになりました。まさに、これ以上にない方ですが、答えを教えてもらおうとするだけでなく、私たちが見出した知見（まだ言葉にしにくい感触レベルのものも！）を伝え、交流が生じることを期待します。 　実行委員会一同、さまざまな学術的、臨床的な議論が可能になるように、またメンタライゼーションを基礎から体験的に知ることができるように、いつも以上に吟味を重ねたプログラムを提供いたします。皆様のご参加をお待ちします。
	西村　馨
	この度、第6回となる学術集会を主管することになりました。書籍や種々のセミナーなどを通して、メンタライゼーションの理論に触れることは多くの人にとってかなり容易になりました。それだけでなく、スーパーヴィジョンを経て、各MBT の認定を取得する会員も徐々に増えつつあります。メンタライジングを語るだけでなく、実践として体現できる臨床家が増えてきたいまこそ、 その技法の核心を共有し、臨床の現場で本当に役立つ理解をともに深めていく必要があります。 　そこで今回は、MBTの生みの親であるピーター・フォナギー先生をお呼びして、技法について徹底的に考えてみる学術集会を企画しました。東京でもっとも素朴で人情味あふれる町・巣鴨と、東京でもっとも雑多なエネルギーに満ちた多様性の都市・池袋から至近の西巣鴨で皆さんをお待ちしております。
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